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Ⅰ．はじめに

医療の高度化や患者の権利者意識の高まりに伴い、

保健・医療・福祉を取り巻く環境は日々変化してきて

おり、作業療法士に求められる資質向上が益々問われ

るようになっている。作業療法臨床実習手引き第 4…

版1）でも、臨床実習の目的は、「作業療法士としての

知識と技術・技能及び態度を身につけ、保健・医療・

福祉に関わる専門職としての認識を高めることであ

る」と明示されている。この事から、作業療法士は、

基礎・専門領域の知識や技術だけでなく、コミュニケ

ーション能力や専門家としての適切な態度や行動も習

得することが求められるようになっている。臨床実習

は、このような作業療法士に必要な知識、技術、態度

を総合的に学習し、問題解決能力を身につける重要な

教育過程である。特に長期臨床実習は、卒業後の進路

や作業療法士としてのアイデンティティの確立にも大

きな影響を及ぼす経験であり、養成校の教員や実習施

設の臨床教育者はその教育課程を支援する役割を担っ

ている。

世界作業療法士連盟2）は、「作業療法の成果は、ク

ライアントが決め、作業参加や作業参加から得られる

満足、あるいは作業遂行上の向上において測定され

る」と明示している。また、世界作業療法士連盟2）

は、対象者の範囲を健康障害のある人だけではなく、

作業に参加する全ての人にまで広げているため、臨床

実習という作業に参加している学生も、クライアント

として捉えることができる。そのクライアントである

学生が、重要な教育課程である臨床実習に対して満足

感を得られたかどうかは、適切な教育サービスを提供

できたかどうかを判断するための重要な指標となる。

また、臨床教育者にとっても、臨床実習の満足感は、

学生に効果的な指導を行う事ができたかどうかを確認

し、より良い実習指導をするために役立てることがで

きるため、重要な指標の一つといえる。簗瀬ら3）は、

作業療法学生が臨床実習に満足する要因として、臨床

教育者との関係、有意義な課題、作業療法部門の病院

での位置づけ、患者に喜ばれることが影響していると

報告した。また、作業療法学生だけではなく、言語聴

覚学生4）、医学生5）、看護学生6）、理学療法学生7）な

教育
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ど、医療分野の学生を対象として、臨床実習の満足感

に関する研究は広くなされているものの、作業療法学

生を対象としたものは、先に挙げた篠瀬ら3）の報告

以外になく、作業療法学生における臨床実習の満足感

に影響している要因についての知見は十分ではない。

そこで、本研究では、作業療法学生における長期臨床

実習の満足感に影響する要因を明らかにすることを目

的とした。

Ⅱ．対象と方法

１．対象者

対象者は、本学作業療法学科の学生で、「レベル 3

（総合）臨床実習Ⅰ」を履修しており、8 週間の臨床

実習を経験した62名とした。研究協力に際し、個人

情報の取り扱いには十分に注意し、回答をもって、研

究協力に同意を得たとすることを伝えた。また、研究

協力の有無によって、何ら不利益を被ることがないこ

とを伝え、倫理的配慮をしたうえで研究を行った。

２．方法

（１）調査項目

長期臨床実習の満足感に影響する要因を明らかにす

るために、無記名式アンケート調査を実施した。アン

ケート項目は、身体・精神障害領域の作業療法実践の

経験を有する教員 1 名ずつ、心理学を専門とする教員

1 名の計 3 名で、過去のアンケート結果や学生への聞

き取り調査を参考に、1 回 1 時間程度、計 3 回の議論

を経て、臨床実習の満足感と関連のありそうな12項

目を抽出した（表 1 ）。この12項目について「全く当

てはまらない」（ 1 点）から「よく当てはまる」（ 4

点）の 4 件法で調査した。臨床実習の満足感は、「実

習全体を通して満足したか」という問いに対して、

「全く当てはまらない」（ 1 点）から「よく当てはま

る」（ 4 点）の 4 件法で回答してもらった。アンケー

ト調査は、実習終了後 1 週間以内に行われたセミナー

時に実施し、その場で回収した。

（２）データ分析

データ分析は、まず12項目の変数に対して、探索

的因子分析（主因子法、バリマックス回転）を実施し

た。最終的に得られた因子の内的一貫性を確認するた

めに、Cronbachのα係数を算出した。次に、因子分

析の結果、抽出された因子を独立変数とし、臨床実習

の満足感を説明変数として、重回帰分析（ステップワ

イズ法）を実施した。統計処理には、IBM SPSS 

Statistics 23で、有意水準を 5％未満とした。

Ⅲ．結　果

本アンケート調査に対する有効回答数は62名であ

り、有効回答率は100％であった。臨床実習の満足感

の平均値は3.4±0.7点であった。因子数は、固有値 1

以上の基準を設け、スクリープロットの傾きの変化

や、因子の解釈可能性も考慮した結果、3 因子が妥当

であると判断された。そして、「 1 .　実習前の生活面

表１　アンケート項目

実習の満足感
実習全体を通して，満足であった．

実習の満足感に関連する質問12項目
 1.　実習前の生活面での準備は，充分であった．
 2.　実習前の学習面での準備は，充分であった．
 3.　自覚と学習意欲を持って，真摯な態度で実習に臨んだ．
 4.　実習に臨むにあたって，とても不安であった．
 5.　実習に集中して取り組む生活環境が維持されていた．
 6.　自己学習が必要と思われた部分について，理解を深められた．
 7.　教員からの指導や助言は適切であった．
 8.　実習後の学内課題によって，評価や治療（介入/支援）への理解が進んだ．
 9.　施設全体として，良好な実習環境であった．
10.　臨床教育者と教員との方針が異なり，戸惑うことがあった．
11.　実習を通して，評価・治療（介入/支援）についての理解が進んだ．
12.　評価・治療（介入/支援）の計画の立て方が理解できた．
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での準備は、充分であった」「 3 .　自覚と学習意欲を

持って、真摯な態度で実習に臨んだ」、「 4 .　実習に

臨むにあたって、とても不安であった」、「 5 .　実習

に集中して取り組む生活環境が維持された」の 4 項目

は、共通性が0.2未満、因子負荷量0.4以下、2 因子に

わたる因子負荷量が0.35以上であったため削除するこ

ととした。最終的に 8 項目で再度因子分析を行なった

結果、回転前の 3 因子で、累積説明率は49.5％であっ

た（表 2 ）。

第 1 因子は、「12.　評価・治療（介入／支援）の計

画の立て方が理解できた」と「11.　実習を通して、

評価・治療（介入／支援）について理解が進んだ」の

因子負荷量が高かったことから、「理解度」と解釈し

た。第 2 因子は「10.　臨床教育者と教員との方針が

異なり、戸惑うことがあった」、「 7 .　教員からの指

導や助言は適切であった」、「 9 .　施設全体として、

良好な実習環境であった」の因子負荷量が高かったこ

とから、「環境要因」と解釈した。第 3 因子は、「 8 .…

実習後の学内課題によって、評価や治療（介入／支

援）への理解が進んだ」、「 2 .　実習前の学習面での

準備は十分であった」、「 6 .　自己学習が必要と思わ

れた部分について、理解を深められた」の因子負荷量

が高かったことから、「自己学習」と解釈した。探索

的因子分析の結果から抽出された 3 因子のα係数は、

「理解度」が0.78、「環境要因」が0.66、「自己学習」

が0.61であった。

臨床実習の満足感についてステップワイズ法による

重回帰分析の結果、決定係数は0.47であり、臨床実習

の満足感に、「理解度」（β＝0.56、p＝0.00）と「環

境要因」（β＝0.40、p＝0.00）が有意な影響を及ぼし

たことが示された（表 3 ）。「自己学習」（p＝0.81）

は有意な影響を及ぼさなかった。また、共線性診断を

行なったところ、多重共線性は認められなかった。

Ⅳ．考　察

本研究の結果から、長期臨床実習の満足感に、「理

解度」と「環境要因」が有意な影響を及ぼしたことが

明らかになった。因子分析の結果から、「理解度」は、

「12.　評価・治療（介入／支援）の計画の立て方が理

解できた」と「11.　実習を通して、評価・治療（介

入／支援）についての理解が進んだ」という項目で構

成された。「理解度」の得点が高い学生は、実際の臨

床現場でどのような評価に基づいて介入計画が立案さ

れ、またその計画実行によってどのような結果をもた

らすことができるのかについて理解することができた

と考えられる。そして、臨床実習を通じて、「理解度」

を高められたことが、臨床実習の満足感に影響したこ

とがわかった。原ら4）は、言語聴覚学生を対象とし、

臨床実習の満足感と知識・技術の習得との関連性につ

いて報告しており、本研究で得られた結果と同様であ

った。また、中川8）は「教師というのは教えるので

はなく、学ぶのを助ける仕事」であると述べている。

このことからも、ただ単に知識や技術を伝えるだけで

はなく、本人がそれを理解したレベルになるように指

表２　因子分析結果

第 1 因子
理解度

第 2 因子
環境要因

第 3 因子
自己学習 共通性 平均 標準偏差

12.　評価・治療（介入/支援）の計画の立て方が理解できた． 0.84 -0.13 0.12 0.74 3.2 0.6
11.　実習を通して、評価・治療（介入/支援）についての理解が進んだ． 0.80 0.19 0.00 0.67 3.4 0.7
10.　臨床教育者と教員との方針が異なり、戸惑うことがあった． 0.18 -0.72 0.04 0.55 2.2 1.1
 7.　教員からの指導や助言は適切であった． 0.03 0.64 0.11 0.42 3.3 0.8
 9.　施設全体として、良好な実習環境であった． 0.29 0.62 -0.03 0.46 3.5 0.7
 8.　実習後の学内課題によって、評価や治療（介入/支援）への理解が進んだ． -0.02 0.11 0.73 0.54 3.1 0.8
 2.　実習前の学習面での準備は、充分であった． 0.08 -0.14 0.55 0.33 2.6 0.8
 6.　自己学習が必要と思われた部分について、理解を深められた． 0.04 0.07 0.49 0.25 3.2 0.6

因子抽出：主因子法
回転法：バリマックス回転

表３　重回帰分析

偏回帰係数 標準偏回帰係数（β） p
定数 3.39 0.00
理解度 0.41 0.56 0.00
環境要因 0.31 0.40 0.00
自己学習 -0.02 -0.02 0.81
n=62 R2=0.47 　
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導することが重要であるということが示唆された。し

かし、現在の臨床実習では、作業療法プロセスに沿っ

て経験をしていく方法がとられているため、学生がプ

ロセスの途中で行き詰った場合、それができるように

なるまで、次のステップに進めなくなり、学生の理解

を効果的に深めることができていないことが指摘され

ている9、10）。このような事態を未然に防ぐためにも、

臨床教育者は、学生が理解しやすいところから始め

る、もしくは理解できたと感じられる事を増やすよう

な、学生の理解度に合わせた指導が重要であると考え

られる。そして、このような学生の理解度を踏まえた

指導は、学生の理解を深めることができ、臨床実習の

満足感を高める可能性が示唆された。

臨床実習の満足感に、「環境要因」も有意な影響を

及ぼしていた。因子分析の結果から、「環境要因」は

「10.　臨床教育者と教員との方針が異なり、戸惑うこ

とがあった」、「 7 .　教員からの指導や助言は適切で

あった」、「 9 .　施設全体として、良好な実習環境で

あった」という項目から構成されていた。「 9 .　施設

全体として、良好な実習環境であった」という項目か

ら、良好な実習環境を提供できたかどうかは、臨床実

習の満足感に影響していることが明らかとなった。実

習環境の要素として、アクセスの良さや設備条件等の

ハード面と作業療法部門の病院における位置づけ等の

ソフト面があり、その両側面が学生にとって良好であ

ったことが、臨床実習の満足感に影響している可能性

が示唆された。また、「環境要因」には「10.　臨床教

育者と教員との方針が異なり、戸惑うことがあった」

と、「 7 .　教員からの指導や助言は適切であった」と

いう項目が含められている。カナダ作業療法臨床教育

ガイドライン11）によると、養成校の教員は、学生へ

の指導だけではなく、臨床教育者に対するオリエンテ

ーションやスーパービジョンを行うという役割も持っ

ているとされている。そのため、教員と臨床教育者の

指導方針が一致するように、実習前から指導方法につ

いてオリエンテーションを行っていくことが重要であ

ることが示唆された。また、教員が適切に指導や助言

を行うことによって、学生・臨床教育者・教員の 3 者

が、学校では何を教えていて、学生は実習で何を経験

し、それがどの程度できているかについて確認しなが

ら進めることができると考えられる。そして、これら

の教員の関わりが、臨床実習を円滑に進めるのに効果

的であり、学生の臨床実習の満足感に影響していた事

が考えられる。したがって、学生が臨床実習に満足感

を得るためには、養成校の教員が、適切な指導や助言

を行なっていき、臨床実習に関与していくことが重要

であることが示唆された。

本研究の今後の課題として以下の 4 点が挙げられ

る。1 つ目に、本研究では、漠然とした「満足感」と

の関連をみているので、今後は満足感の定義を明確に

し、何をもって満足感とするのか、何に対する満足感

が高まったのかを明らかにして検証を行っていく必要

がある。2 つ目に、学生がどの部分について理解を深

めれば、臨床実習の満足感を高めるのかについて検証

していく必要があると考えられる。3 つ目に、学生が

どのような実習環境を望んでいるか、または望んでい

ないかについて、ハード面とソフト面の両方からより

詳細に把握していくことも、臨床実習の満足感を高め

るために必要であると考えられた。最後に、本研究で

用いたアンケート内容は探索的に作成したものである

ため、今後は本研究結果を踏まえて、アンケート内容

をさらに充実させていく必要があると考えられる。 
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【Abstract】

Objective: This study aimed to clarify factors that affect the satisfaction of occupational therapy students who 

underwent long-term clinical training.

Methods: Sixty-two students who underwent 8 weeks of long-term clinical training participated in this study. A 

questionnaire surveying 12 items that may be related to achieving satisfaction from the training was used, and 

a factor analysis was performed. Multiple regression analysis was performed using extracted factors as 

independent variables and satisfaction with clinical training as dependent variables.

Results: Results of our analyses indicated that “environmental factor” and “understanding degree” affected the 

satisfaction achieved from the training.

Conclusions: The findings suggest the importance of support in order to improve clinical training environment, 

enhance understanding, and raise satisfaction with long-term clinical training.

Keywords : clinical training, satisfaction, occupational therapy students
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